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教職員の望む「研修」を保障すること！
「多忙化解消」・「教職員定数増」の実現を！

実効性のある「働き方改革」を推進せよ！ ＝組合＝

要求書を手渡す石川支部長(左) 仲多度合同庁舎

７
月

日
、
香
教
組
三
観
支
部
（
石
川
謹
章
支
部
長
）
は
、
香
教
委
西
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部
教
育
事
務
所
（
中
西
所
長
補
佐
）
に
、
夏
季
休
業
中
の
勤
務
条
件
改
善

と
多
忙
化
解
消
等
の
た
め
の
要
求
行
動
を
し
ま
し
た
。

健
康
第
一
。
多
忙
化
解

消
。

パ
ワ
ハ
ラ
。
働
き

NO

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
！

で
は
、
「
教
員
は
、
授
業
に
支
障
の

な
い
限
り
、
本
属
長
の
承
認
を
受

け
て
、
勤
務
場
所
を
離
れ
て
研
修

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。」
と
さ
れ
、

勤
務
場
所
を
離
れ
て
の
研
修
も
法

で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
申
請
が
あ

れ
ば
、
適
正
に
承
認
す
る
べ
き
で

あ
る
。

組
合

夏
休
み
の
水
泳
大
会
や

市
内
講
演
会
な
ど
が
な
く
な
っ
た
。

西
部
事
務
所
と
し
て
、
今
年
、
減

ら
し
た
行
事
等
は
あ
る
の
か
？

組
合

夏
休
み
の
行
事
を
も
た

な
い
日
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ

と
は
良
い
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、

行
事
を
も
た
な
い
日
の
意
義
（
多

忙
化
解
消
・
休
養
な
ど
）
が
徹
底

で
き
る
よ
う
関
係
機
関
を
指
導
し

て
欲
し
い
。

研
修
に
関
し
て
、
宿
題
・
レ
ポ

ど
ん
ど
ん
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

夏
季
特
別
休
暇
を
、
５
日
か
ら
７

日
に
延
長
し
て
は
ど
う
か
。

「
講
師
」
に
は
、
特
に
自
主
研

修
の
時
間
が
十
分
保
障
さ
れ
る
よ

う
、
指
導
す
る
こ
と
。

組
合

香
川
県
で
は
、
講
師
の

先
生
が
教
員
採
用
試
験
を
受
け
る

場
合
、
「
年
休
」
扱
い
だ
が
、
他
県

で
は
、
「
職
免
」
扱
い
の
と
こ
ろ
も

あ
る
よ
う
だ
。
「
職
免
」
扱
い
に
な

ら
な
い
も
の
か
。

組
合

採
用
試
験
の
日
程
が
懇

談
会
や
終
業
式
の
忙
し
い
時
期
と

重
な
る
こ
と
が
あ
る
。
更
に
、
日

程
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
講
師
の
先
生
は
授
業
や
部

活
動
の
指
導
の
た
め
、
採
用
試
験

の
勉
強
時
間
が
取
れ
な
い
。
各
校

《
夏
休
み
の
勤
務
に
つ
い
て
》

教
育
公
務
員
に
は
教
育
公
務
員

特
例
法

・

条
に
基
づ
き
、
自
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宅
研
修
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
積

極
的
に
活
用
す
る
よ
う
指
導
す
る

こ
と
！

夏
季
休
業
中
の
行
事
を
大
幅
に

精
選
す
る
こ
と
。
教
育
事
務
所
と

し
て
行
事
を
も
た
な
い
期
間
に
、

各
校
も
行
事
を
も
た
な
い
よ
う
指

導
す
る
こ
と
。

民
間
教
育
研
究
団
体
主
催
の
、

各
種
教
育
研
究
集
会
の
参
加
は
、

研
修
ま
た
は
出
張
扱
い
に
す
る
こ

と
。組

合

教
特
法
の
第

条
２
項
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支
部
長

今
回
の
交
渉
は
、
夏
季

休
業
中
も
含
む
勤
務
条
件
の
改
善
で

あ
る
。
夏
季
休
業
中
に
は
、
健
康
回

復
の
た
め
の
「
休
養
」
と
、
教
師
と

し
て
の
知
識
や
経
験
を
積
む
た
め
の

「
研
修
」
（
各
自
が
望
む
（
求
め
る
）

研
修
）
が
保
障
さ
れ
る
環
境
を
、
し

っ
か
り
お
願
い
し
た
い
。
３
年
間
の

「
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」
が
終
了
し
、

「
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」

の
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
現
場
は
依

然
と
し
て
多
忙
で
あ
る
。
ま
た
、
県

教
委
の
出
し
た
「
教
育
基
本
計
画
」

で
の
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
推
進
」
の
内
容
だ
け
で
は
、
改
革

は
不
十
分
で
あ
る
。

実
効
性
の
あ
る

「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
、
抜
本
的

な
「
教
職
員
定
数
の
改
善
」
を
お
願

ー
ト
を
課
す
研
修
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
良
い
こ
と
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
・
在

宅
勤
務
」
や
「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
」

な
ど
の
働
き
方
改
革
が
進
む
中
、

研
修
の
や
り
方
（
自
宅
や
学
校
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）
も
検
討
し
、

各
個
人
の
希
望
す
る
研
修
、
例
え

ば
、
自
宅
研
修
や
民
間
団
体
へ
の

研
修
な
ど
の
参
加
、
活
用
も
進
め

て
欲
し
い
。

組
合

年
休
取
得
の
付
与
日
（
基

準
日
）
を
、
１
月
１
日
か
ら
９
月

１
日
に
変
更
し
た
た
め
、
年
休
が

取
り
や
す
く
な
っ
た
。
良
い
こ
と

だ
。
お
金
の
か
か
ら
な
い
施
策
は

長
か
ら
、
勉
強
時
間
が
取
れ
る
よ

う
配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。
校
長

会
で
も
指
導
し
て
欲
し
い
。
講
師

は
年
休
も
少
な
い
の
で
、
自
宅
研

修
な
ど
が
取
れ
る
よ
う
配
慮
し
て

欲
し
い
。

《
勤
務
時
間
に
つ
い
て
》

各
学
校
に
、
勤
務
時
間
を
明
示

さ
せ
、
勤
務
時
間
を
守
ら
せ
る
こ

と
。超

過
勤
務
に
つ
い
て
は
，
必
ず

「
わ
り
ふ
り
」
を
行
う
よ
う
に
さ

せ
る
こ
と
。

組
合

勤
務
時
間
が
守
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
勤
務
時
間
表

い
し
た
い
。

「
教
員
免
許
更
新
制
」
に
つ
い

て
は
、
「
廃
止
」
が
決
定
し
て
い
る

が
、
新
た
な
「
研
修
」
に
よ
り
、

返
っ
て
多
忙
化
が
増
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
県
教
委
の
適
正
な
運
用

と
現
場
へ
の
指
導
を
、
お
願
い
し

た
い
。
今
回
も
現
場
の
声
を
届
け

る
。
し
っ
か
り
と
聞
き
取
っ
て
欲

し
い
。

☆
☆

適
正
な
勤
務
の
わ
り
ふ
り
と
は

☆
☆

ア

終
始
時
刻
と
そ
の
間
の
休
憩
の
配
置
を
わ
り
ふ
る
こ
と
。

イ

全
員
に(

少
な
く
と
も
当
該
職
員)

に
わ
り
ふ
り
を
明
示
す
る
こ
と
。

ウ

ア
・
イ
は
事
前(

少
な
く
と
も
前
日
ま
で)

に
明
示
す
る
こ
と
。
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を
職
員
室
な
ど
の
目
立
つ
場
所
に

明
示
す
る
よ
う
確
認
し
て
欲
し
い
。

（
最
近
掲
示
し
て
い
な
い
学
校
が

あ
る
よ
う
だ
。）

組
合

あ
る
学
校
で
は
、
定
期

テ
ス
ト
直
後
に
学
校
訪
問
が
あ
り
、

丸
付
け
や
ら
授
業
や
ら
で
忙
し
い
。

不
登
校
の
生
徒
が
、
夕
方
学
校
に

来
る
の
で
、
早
く
帰
り
た
い
時
で

も
（
担
任
と
し
て
）
帰
れ
な
い
。

特
に
夏
の
部
活
動
の
負
担
が
大
き

い
。
職
員
会
が

時

分
に
終
わ
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30

っ
て
も
、
そ
の
後
、
団
会
議
が
始

ま
る
。
ノ
ー
部
活
デ
ー
な
の
に
結

局
、
部
活
を
し
て
い
る
日
と
同
じ

ぐ
ら
い
遅
く
な
る
。
教
員
の
人
材

不
足
も
原
因
と
感
じ
る
。
分
掌
や

部
活
動
な
ど
、
重
責
を
担
っ
て
い

る
人
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
疲
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

組
合

文
科
省
で
は
、
「
部
活
動

は
、
学
校
の
業
務
で
は
な
い
。
」
と

定
義
し
て
い
る
。
現
場
で
は
疲
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
教
員
が
多
い
。

先
生
方
の
元
気
が
、
子
ど
も
の
元

気
に
つ
な
が
る
。
多
忙
化
を
解
消

す
る
方
法
は
、
次
の
２
つ
し
か
な

い
。
①
仕
事
を
減
ら
す
、
②
人
員

を
増
や
す
、
で
あ
る
。
部
活
動
指

導
を
希
望
し
な
い
人
に
も
強
制
す

る
形
に
な
っ
て
い
る
。
県
と
し
て

は
、
少
な
く
と
も
希
望
し
て
い
な

い
人
に
も
、
強
制
さ
せ
な
い
よ
う

な
予
算
や
人
件
費
を
取
っ
て
欲
し

い
。組

合

機
器
が
導
入
さ
れ
た

ICT

が
、
三
豊
市
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

高
す
ぎ
て
、
思
う
よ
う
に
仕
事
が

で
き
な
い
。
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
持
ち
帰
っ
て
使
用
す
る
と
、
写

真
の
編
集
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

出
来
ず
、
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

な
い
。
何
の
た
め
に
持
ち
帰
っ
た
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※ お得な情報発信中、

一度、必見してね！

〔

不
当
労
働
行
為

〕

〇
労
働
組
合
法
第
７
条
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
不
当
労
働
行
為
と
は
（
要
約
）

１

組
合
の
加
入
・
結
成
・
行
為
等
に
対
し
、
差
別
を
与
え
る
こ
と

２

労
働
組
合
の
団
体
交
渉
を
正
当
な
理
由
も
な
く
拒
否
す
る
こ
と

３

労
働
組
合
の
結
成
・
運
営
に
支
配
・
介
入
す
る
こ
と

４

不
当
労
働
行
為
の
申
し
立
て
に
対
し
、
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と

の
か
分
か
ら
な
い
？
小
学
校
で
pc

に
カ
バ
ー
を
貼
る
作
業
を
し
た
が
、

時
間
が
か
か
っ
て
大
変
で
あ
っ
た
。

教
職
員
１
人
に
１
台
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
が
な
い
の
で
、
共
用
で
使
用

す
る
と
、
そ
の
都
度
、
設
定
等
の

入
力
の
や
り
直
し
が
必
要
で
あ
り
、

面
倒
く
さ
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
た
い
時
に
、
す
ぐ
に
間
に
合

わ
な
い
。

組
合

４
％
の
教
職
調
整
額
を

支
給
す
る
よ
り
、
残
業
手
当
を
支

給
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
に
も
、
少
人
数
学
級
編
成

（

人
程
度
）
が
望
ま
し
い
の
で

20
は
な
い
か
。

組
合

時
間
外
勤
務
に
対
す
る

割
り
振
り
を
出
す
こ
と
が
定
着
し

て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
平
日
の

勤
務
時
間
後
の
部
活
動
や
特
別
ク

ラ
ブ
の
指
導
に
つ
い
て
の
割
り
振

り
は
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
。

組
合

あ
る
中
学
校
で
は
、
部

活
動
の
指
導
に
お
い
て
、
過
重
負

担
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞

い
た
。
ま
た
、
あ
る
中
学
校
で
は
、

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
教
頭

が
、
職
員
室
に
部
活
動
顧
問
指
導

分
担
表
な
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を

設
置
し
て
分
担
を
明
確
化
す
る
こ

と
で
、
休
養
取
得
に
つ
な
が
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
良
い
例
は
、
ど
ん
ど
ん
紹
介
し

て
も
ら
い
た
い
。

中
学
校
の
部
活
動
、
小
学
校
の

特
別
練
習
、
及
び
自
治
体
か
ら
の

持
ち
込
み
行
事
・
作
品
募
集
に
つ

い
て
、
実
態
を
把
握
し
、
多
忙
化

解
消
の
た
め
の
方
策
を
示
す
こ
と
。

組
合

作
品
出
品
の
準
備
（
名

簿
作
成
・
様
式
な
ど
）
に
時
間
が

か
か
る
。
募
集
要
項
の
提
出
締
め

切
り
が
忙
し
い
時
期
（
始
業
式
直

後
）
と
重
な
り
、
郵
便
局
へ
行
く

時
間
も
な
い
。
生
徒
個
人
で
出
品

で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

組
合

教
材
開
発
研
修
や
教
科

研
修
な
ど
は
担
当
者
や
理
事
の
負

担
が
大
き
い
。
ま
た
、
記
録
会
や

部
活
動
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
勤
務
の
適
正
や
多
忙
化
解

消
へ
の
施
策
を
講
じ
て
欲
し
い
。

作
品
等
の
募
集
に
関
し
て
、
上

の
段
階
（
市
町
教
委
や
管
理
職
レ

ベ
ル
）
で
、
精
選
・
取
り
や
め
の

判
断
を
し
て
欲
し
い
。

組
合

四
国
新
聞
（

年
６
月

22

日
）
に
も
掲
載
さ
れ
た
が
、
大

29阪
府
立
高
校
の
現
職
教
諭

西
本
武

史
さ
ん
が
、
長
時
間
勤
務
を
強
い

ら
れ
適
応
障
害
を
発
症
し
休
職
に

至
っ
た
と
、
大
阪
府
に
損
害
賠
償

を
求
め
た
訴
訟
の
判
決
で
、
大
阪

地
裁
は
、
請
求
通
り
約

万
円
の

230

支
払
い
を
命
じ
た
。

こ
の
問
題
は
、
国
が
教
職
員
給

与
特
別
措
置
法
（
給
特
法
）
で
、

月
給
の
４
％
分
を
上
乗
せ
す
る
代

わ
り
に
時
間
外
手
当
や
休
日
手
当

を
支
給
し
な
い
と
規
定
。
ま
た
、「
超

勤(

限
定)

４
項
目
」
以
外
は
時
間

外
勤
務
を
命
じ
ら
れ
な
い
は
ず
な

の
に
長
時
間
勤
務
が
横
行
し
て
い

る
点
で
あ
る
。

今
回
の
判
決
で
は
、
校
長
の
命

令
に
基
づ
か
な
い
部
活
動
の
指
導

な
ど
も
業
務
と
す
る
異
例
の
判
断

を
示
し
て
い
る
。

西
本
さ
ん
は
、
適
応
障
害

発
症

前
に
、
「
心
身
共
に
ボ
ロ
ボ
ロ
で

す
。
」
と
校
長
に
訴
え
た
が
、
校
長

は
、
「
休
め
る
時
に
休
み
や
」
と
声

管理職は勤務時間後からの会議が当たり前とならぬような職場のムー

ドづくりをリードし、 やりがいを持って働けるよう配慮すること。

修学旅行・宿泊学習の１日当たりの超過勤務は、８時間以上である。適

正に回復措置（割り振り）を講じること！

教職員の望む「働き方改革」・「多忙化解消」を進めよ！「教職員定数増」！

＝組合＝

を
か
け
た
だ
け
で
具
体
策
を
講
じ
ず
、

有
効
な
配
慮
を
し
た
と
は
言
え
な
い

状
況
。

吉
村
知
事
は
、
「
厳
し
い
判
決
と
受

け
止
め
て
い
る
。
内
容
を
精
査
し
、

教
育
委
員
会
と
検
討
す
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

香
川
県
教
委
に
も
、
真
摯
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
給
特
法
を
廃

止
す
る
よ
う
国
や
県
に
働
き
か
け
て

も
ら
い
た
い
。

※

※

※

※

※

※

こ
れ
ら
の
組
合
の
要
求
に
対
し
て

香
教
委
西
部
教
育
事
務
所
（
中
西
所

長
補
佐
）
は
次
の
様
に
回
答
し
ま
し

た
。所

長
補
佐

貴
重
な
現
場
の
声
を

聞
き
、
様
々
な
状
況
が
あ
る
と
感
じ

た
。
要
望
は
、
関
係
機
関
に
伝
え
た

い
。

交渉する三観支部代表 仲多度合同庁舎

http://www.niji.jp/home/kazuo-t/sankanshibu/
http://kakyoso.com/

